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非常対策本部の訓練風景

東長原事業所では、近隣住民の皆様、会津若松消防署および各行政機関のご協力を

いただき、場内他社と合同で年2回総合防災訓練を実施しており、2018年度の春季訓

練は4月12日に開催しました。今年は2008年に発生した2度のガス漏洩事故から10年

の節目の年を迎えます。

今年は窪田事業所長着任後、初めての訓練となりましたが、各班が担当する役割を

事前に理解した上で臨んだため、アドリブがあっても冷静に対処することができまし

た。また、訓練にご協力いただいた会津若松消防署の方には、発災現場の漏洩処置対

応と被災者救助訓練の様子を警防の専門家の視点でご覧いただき、貴重なご指導やア

ドバイス、ご提案をいただきました。

訓練終了後には、消防職員によるAED装置を使用した普通救命訓練も行われ、事業

所内立地各社より25名が参加して有意義な訓練となりました。

これからも地域住民の皆様や行政機関の皆様に、「信用と信頼の回復を継続してい

く」ことを心掛け、事業所の保安防災体制強化を進めていきます。

5月31日の世界禁煙デーの朝、環境安全グループ員

と場内に立地するグローバルアドバンストメタルジャ

パン株式会社の環境保安担当者が、事業所内で働く皆

さんに対して、煙草の害から身を守るための啓発チラ

シとポケットティッシュを配布しました。

今年は会津保健福祉事務所より配布物をご提供いた

だいた他に、のぼりとタスキも借用して、気合の入っ

た姿で禁煙の呼び掛けを行いました。

事業所の喫煙率は2年連続で微増しており、今年は

38％でしたが、この日は、自主的に一日禁煙へ取り

組む部署も現れるなど、喫煙や受動喫煙、そして禁煙

について多くの人に関心を持っていただくことの出来

た一日になりました。

これをきっかけに、禁煙支援の充実をはかり、事業

所で働く全ての人が健康に働くことのできる事業所を

目指します。

被災者救助訓練の様子 AED装置を使用した救命訓練

タスキを掛けて呼びかけ

協力企業の皆様へ

4月2日、地元高校出身の新入社員2名

を迎えた入社式を行いました。

また、4月11日には、本社採用新入社

員1名の事業所着任式も行われました。

式典では、窪田事業所長から「挨拶

の大切さ」や「自分自身や仲間が事

故・災害に遭わないようにルールを学

び順守すること」についてと、新たに

始まる社会人生活に向けてのエールが

送られました。

それぞれ緊張した面持ちの中にも、

社会人としての希望を胸に式典に臨ん

でいる姿が見られ、今後の活躍が楽し

みな入社式・着任式となりました。

これからますます成長した姿を見せ

てくれる事を期待しています。

入社式の様子 着任式の様子

左から FC課小平陸さん、開発G下田大貴さん、FC課遠藤友翔さん

6月5日、春のクリーンデーを実施しました。

クリーンデーは、CSR活動の一環として毎年春と秋に

2回行っている清掃活動です。地域の皆様のご理解が

あって事業活動が継続できることへの感謝と、気持ちの

良い環境の中で仕事をしたいとの思いから実施しており、

趣旨にご賛同いただいた場内企業の皆様、OB会の皆様

を含め、今回は総勢63名が参加しました。

作業は事業所前の県道や東長原駅方面の道路及び駐車

場などを中心に、①除草、②路上清掃、③ゴミ拾いの3

つの班に分かれて行いました。班ごとに担当者を配置し

て、作業内容の説明やKYボードによる危険行為の共有

を行い、班員で指差呼称をしてから取り組みました。

時間は１時間ほどでしたが、ご参加いただいた皆様の

おかげで事業所周辺がとてもきれいになりました。今後

も活動を通じて地域の皆様への貢献を続けていきます。

作業前説明の様子

枝払いの様子


